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第６学年 算数科学習指導案 

日 時 平成２３年９月２日（月）３校時 

        ９月４日（水）３校時 

        ９月５日（木）３校時 

        ９月６日（金）３校時 

 

対 象  東京学芸大学附属小金井小学校 

第６学年３組 児童数３９名  

指導者 高 橋 丈 夫 （印略） 

１．単元名   ｢速さ｣ 

２．単元の目標 

【関心・意欲・態度】 ○速さを単位量当たりの大きさの考えを用いて数値化したり、実際の場面の結びつけ

て生活や学習に用いたりしようとする。 

【数学的な考え方】 ○速さの表し方や比べ方について、単位量当たりの大きさの考えを基に数直線式を用

いて考え、表現することができる。 

【技能】 ○速さに関わる数量の関係において、速さや道のり、時間を求めることができる。 

【知識・理解】 ○速さは単位量当たりの大きさを用いると表すことができることを理解する。 

 

３．児童の実態 

 本学級の児童は，学習に対して意欲的な児童が多い。しかし，自分から進んで学んでいく力のある子，塾に

通っていることで先行知識は持っている子，自分の力ではなかなか学習を進めることができない子など，知識・

理解などの基礎学力や，問題を解決していくための思考力，またそれらを支える生活環境が多様化してきてい

る。 

このような学級集団の中で授業を行っていくためには，できる子だけが活躍するのではなく，個に応じて全

員が参加できるような手だてをとる必要がある。今回の授業では，先行知識を持っている児童に求め方を言わ

せてしまうより，多くの児童に試行錯誤を経験する場面を与えたり，あまり発言していない児童に分かるとこ

ろだけでも言わせて，続きをみんなで少しずつ補足したりと，集団で思考し，考え方を創り上げていくように

したい。このような授業を重ねていくことで，自分の意見と友達の意見とを関連づけて考える児童が多くなり，

不完全な形でも自分なりの工夫やひらめきをみんなの前に出していく姿勢が育ち、思考力や表現力の育成にも

つながると考えるからである。 

 

４．単元について 

 異種の２量を比べる考え方は、５年生の｢単位量当たりの大きさ｣で｢混み具合｣を比べる学習の中で経験して

きている。本単元の学習は、これを引き継いだ学習となる。 

 本単元では、速さを比べるのに、｢単位量当たりの大きさ｣の考えを用いることを学習する。 

 ｢速さ｣は、日常的に親しんでいる言葉ではあるが、｢速さ｣をきめる要素として用いられる２量のうちの１つ

の｢時間｣が目に見えない量であることから、児童にとっては理解しにくい内容となっている。そこで、実体験

と関連づける中で、実感を伴いながら、速さは何と何できまるのか？を意識させ、既習の単位量当たりの大き

さの考えを生かすことに気付かせたい。 

 

５．単元の指導計画 

 １．速さの意味と求め方 

  （１）距離、時間、どちらも異なる場合の速さの比べ方を理解する。（本時①） 

  （２）時速、分速、秒速の意味と求め方 

（３）速さと時間を使った道のりの求め方 

（４）速さと道のりを使った時間の求め方 
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６．本時の学習指導 

 

第１次 第１時間目｢走った距離、時間が異なる場合の速さの比べ方｣ ９月２日（月）３校時 

① ねらい 

 ○距離、時間、どちらも異なる場合の速さの比べ方を理解する。 

 

② 展開例 

学習課題と発問（●） 活動内容（◎），反応例（○）と手だて（→） 留意点(＊)，評価規準 

1.82 ページから｢速さ｣

の意味について話し合

う。 

●｢速い｣、｢遅い｣ってど

ういうことでしょうか。 

●長さが同じ場合や、時

間が同じ場合に、ゆっく

り歩いたときと、急ぎ足

で歩いたときを比べま

しょう。 

◎日常生活の中で｢速い｣というときはどういうとき

かを考える。 

○すぐに通り過ぎたり、追い抜かれたりすること。 

○何かをするときに、短時間でできること 

○すぐに遠くまで行けること。 

→意見を言わせる際に｢速い｣、｢遅い｣という言葉を

使わないで表現するように伝える。 

→意見が出難い時は、｢速い物といったら何を思いだ

しますか｣と発問をして、具体例をあげて考える。 

◎距離、時間を決めて、速い、遅いを体験する。 

○同じ長さを歩いたときは、時間が短い方が速い。 

○同じ時間歩いた時は、進んだ距離が長い方が速い。 

＊ストップウォッチを使っ

て、実際に測定する。 

＊速さが、距離と時間に関

係していることを確かめ

る。 

2.１の題意をとらえ、速

さの比べ方を考える。 

●あきらさんとけんさ

んでは、どちらが速いで

しょうか。また、けんさ

んとりえさんでは、どち

らが速いでしょうか。 

◎★1、★2の問題を読み解決する。 

４人の速さを比べる方法を考えよう。 

 

○あきらさんとけんさんでは、走った距離が同じで、

かかった時間があきらさんの方が短いから、あきら

さんの方が速い。 

→プロローグの体験を想起させる。 

○けんさんとりえさんでは、かかった時間が同じな

のに、進んだ距離がりえさんの方が長いから、りえ

さん方が速い。 

 

関距離と時間の関係を用い

て、はやさを距離や時間を

用いて比べようとしてい

る。（観察・発言） 

＊表はあきら、けん、りえ

の３人まで与える。 

＊距離が同じだから比較で

き、時間の短い方が速いと

いうこと。かかった時間が

同じだから比較でき、距離

の長い方が速いということ

を押さえる。 

3.考えた｢速さ｣の比べ

方を用いて、比べる。 

（自力解決） 

●あきらさんとりえ

さんの速さの比べ

方を考えましょう。 

◎速さの比べ方を自力解決する。 

○ア：時間をそろえて(72秒)比べる。 

  あきら ４０×９＝３６０(m) 

  りえ  ５０×８＝４００(m) 

○イ：距離(200m)をそろえて比べる。 

  あきら ８×５＝４０（秒） 

  りえ  ９×４＝３６（秒） 

○ウ：１秒間に走る距離で比べる。 

  あきら ４０÷８＝５（ｍ） 

  りえ  ５０÷９＝５．５５･･･（ｍ） 

○エ：１ｍ走るのにかかる時間で比べる。 

  あきら ８÷４０＝0.2（秒） 

  りえ  ９÷５０＝0.18（秒） 

→見通しが立たない児童には、プロローグや１の時

には、なぜ速さが比べられたのかを思い出させ、「ど

ちらかをそろえられるといいね」と助言する。 

＊ア、イは公倍数の考え方

を使っている。 

＊ウ、エは単位量あたりの

考えを生かそうとしてい

る。 

＊１つのやり方で解けた児

童には他に方法はないか考

えさせる。 

考 速さを比べるには、距

離、時間のうち一方を１と

見ればよいと考えている。

(観察・発言・ノート) 
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4.それぞれの考え方を

発表し、検討する。 

●速さの比べ方を発

表しましょう。他の

人の考え方のよい

ところを見つけま

しょう 

◎速さの比べ方を発表し合い、友達の考えのよいと

ころを認め合う。 

○時間をそろえる方法は、「一方がそろっていれば比 

べられる」という考え方を用いている。 

○１秒間に走る距離や、１ｍ走るのにかかる時間で 

比べる方法は、単位量あたりの考えを使っている。 

○１秒間に走る距離や、１ｍ走るのにかかる時間で 

比べる方法は、一度にたくさんの速さを比べること

ができる。 

○１秒間に走る距離で比べる方法は、速いほうが数

が大きくなるので、わかりやすい。 

＊自分の考えの理由をはっ

きりと説明できるようにさ

せる。 

＊単位量あたりの考えのよ

さに気づけないときは、｢学

級全員の速さを比べるに

は、どの方法で比べたらよ

いか｣と助言し、１秒あたり

や１ｍあたりで比べるよさ

に気づかせる。 

5.｢速さ｣の比べ方をま

とめる。 

◎速さは、１秒間あたりに走ったきょりや１ｍあた

りにかかった時間（単位量あたりの考え）で、比べ

られることをまとめる。 

速さを比べるときには、1 秒間あたりに走ったき

ょりや、1mあたりにかかった時間などの、単位量

あたりの考えを使って比べる方法が便利です。 
 

知 単位量あたりの考えを

用いて、速さを比べる方法

を理解している。 

（観察・発言・ノート・学

習感想） 

6.適用問題を解決する。 ◎まとめた方法で▼1、▼2の適用問題を解決する。 技 単位量あたりの考えで、

速さを比べることができ

る。 

7.学習感想を書く。 ◎今日の授業について学習感想を書き、学習したこ

とをまとめる。 

 

＊今日の学習で、理解した

こと、友達の意見で大切だ

と思ったこと、興味をもっ

たこと、分からなかったこ

となどを中心に書かせる。 
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第１次 第２時間目｢走った距離、時間が異なる場合の速さの比べ方｣ ９月４日（火）３校時 

 

① ねらい 

 ○速さを求める公式を理解し、それを適用して速さを求めることができる。 

○｢時速｣｢分速｣｢秒速｣の意味を理解する。 

 

 

② 展開例 

学習課題と発問（●） 活動内容（◎），反応例（○）と手だて（→） 留意点(＊)，評価規準 

1. 題意をとらえる。 

 ●２の問題を読みま

しょう。 

 

◎２の問題を読み、速さを比べる問題であることを

とらえる。 

新幹線のはやて号とのぞみ号では、どちらが速い

でしょう。 
 

＊２の問題文は板書するか、

拡大して提示する。 

＊前時に学習した速さの比

べ方の方法を思い出させる。 

2.１時間あたりに進む道

のりを求める。 

（自力解決） 

●はやて号とのぞみ号

は、それぞれ１時間あた

り何 km 走りますか。（補

助発問的に問う。） 

◎★1を読み、１時間あたりに進む道のりを求める問

題であることをとらえる。 

 ○はやて号 630÷３＝210(km) 

 ○のぞみ号 480÷２＝240(km) 

       答え のぞみ号の方が速い。 

→解決の見通しが立たない児童には、前時を思い出

すことができるように、示唆し、自力解決を促す。 

 

3.それぞれの求めた答え

を発表し合い、検討する。 

●答えを発表しましょ

う。次に、どうしてその

ような式になるのか説明

しましょう。 

◎まず、答えを聞き、次

に答えの求め方を発表

し合う。 

 ○数直線図をかいて、

式を立てて求めた。 

＊なぜ、そのような式になる

のかを、数直線図など、図を

利用して説明させる。 

4.速さの意味を知る。 

 

◎速さは、単位時間に進む道のりで表すことを知る。 

○１時間に進む道のりの長い方が速いので、のぞ

み号の方が速いことが分かりました。 

速さを比べるときは 

 単位時間に進む道のりを求める。 

 速さ＝道のり÷時間 
 

＊★１の答えを例に挙げな

がら、速さの意味を指導す

る。 

5.｢速さ｣を求める公式を

まとめる。 

●速さを求める言葉の式

をつくってみましょう。 

◎速さを求めることばの式を★1 の問題をもとにし

て自分の力で考える。 

○速さ＝きょり÷時間 

○速さ＝道のり÷時間 

○速さ＝進む道のり÷時間 

○速さ＝進む道のり÷かかった時間 

→考えが出ないときには、２の板書をもとに、数値

が表す意味を言葉で表現させ、言葉を変数的に見、

公式をつくる。 

知速さを求める公式が分か

る。（ノート） 

＊児童の発言を尊重し、でき

るだけ、児童の言葉でまとめ

るようにする。 

 

6.速さは、単位時間によ

っていろいろに表される

ことをまとめる。 

 

◎時速、分速、秒速の意味を知り、速さは単位時間

によって、いろいろに表されることをまとめる。 

時速･･･１時間に進む道のりで表した速さ 

分速･･･１分間に進む道のりで表した速さ 

秒速･･･１秒間に進む道のりで表した速さ 
 

考速さを表すには、単位時

間を時間、分、秒とすること

によって、いろいろに表せる

ことに気づく。（観察・発言） 

知時速、分速、秒速の意味
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が分かる。  （ノート） 

7.のぞみ号の速さ 240km

を分速で表す。 

●のぞみ号のはやさを分

速であらわしてみましょ

う。 

◎2.で求めた答えが時速であることを確認し、分速

で表すとどうなるか、考え

る。 

 ○時速は１時間に進む距

離で１時間は 60分。分速は 1分間に進む距離なので、

240÷60=4(km) 

→手の着かない児童には、数直線図から 1分と 60分

の関係から、□と 240の関係に気付かせ、240÷60に

結びつける。 

 

8.適用問題▲3 を解決す

る。 

●公式を使ってバショウ

カジキの泳ぐ速度を時速

で求めましょう。また、

分速と秒速も求めましょ

う。 

◎５でまとめた公式を用い

て、時速で速さを求める。 

○360÷４＝90(km) 

◎次に、今求めた時速を元

にして、７でまとめた時速

と分速、分速と秒速の関係を確認し、分速、秒速を

求める。 

 ○時速 90kmは１時間で 90km 進むということなの 

で、90÷60＝1.5km  分速 1.5km  

○分速 1.5km は１分で 1.5m進むということ。 

   1km=1000mなので、分速 1500m 

1500÷60＝250m   秒速 250m 

技速さを、公式を用いて求

めたり、速さを時速、分速秒

速で表したりすることがで

きる。（ノート） 

9.学習感想を書く。 

 

◎今日の授業について学習感想を書き、学習したこ

とをまとめる。 

 

＊今日の学習の中で、理解で

きたこと、友達の意見で大切

だと思ったこと、興味をもっ

たこと、分からなかったこと

などを中心に書かせる。 
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第１次 第３時間目｢走った距離、時間が異なる場合の速さの比べ方｣ ９月５日（木）３校時 

 

① ねらい 

 ○道のりを求める公式を理解し、それを適用して道のりを求めることができる。 

② 展開例 

 

学習課題と発問（●） 活動内容（◎），反応例（○）と手だて（→） 留意点(＊)，評価規準 

1. 問題の意味をとらえ

る。 

●３の問題を読みま

しょう 

◎３の問題を読み、速さと時間から、道のりを求め

る問題であることをとらえる。 

速さと時間から道のりを求める方法を考えよう。 
 

＊３の問題文を拡大して黒

板に貼れるようにしたもの

を用意し、教科書は開かな

いように指示する。 

2. 速さと時間から道の

りを求める方法を考

え、道のりを求める。 

（自力解決） 

●速さと時間から道の

りを求めるには、どんな

計算をすればよいでし

ょうか。また、その理由

も考えましょう。 

◎既習事項をもとにして、自分で道のりを求める方

法を考え、道のりを求める。 

○数直線から、70×３で道のりが求められると考え

ました。 

→解決の見通しが立たない児童には、「数直線に表し

て考えてみよう」、「時速 70kmでは、1 時間にどれだ

け進むでしょう、３時間だと」などと助言し、自分

の力での解決を促す。 

→数直線図のよさに気づき、これを問題解決に役立

つようにする。 

 

 

○時速が１時間に進む道のりを表しているので、３

時間に進む道のりは、その３倍になると考えました。 

 

 

 

 

 

○速さを求める公式をもとにして、□÷３＝７０な

ので、その逆算の

70×３で道のりが

求められると考え

ました。 

 

関 道のりを乗法と関連づ

けて求めようとしている。 

（観察・発言・ノート） 

考 道のりを求めるには、単

位時間に進む道のりの時間

分と考えている。 

（観察・発言・ノート） 

考時速の意味を的確に捉え

ている。時間と道のりが比

例関係にあることに気づい

ている。（観察・発言・ノー

ト） 

技既習の□を使った式を活

用しようとしている。（観

察・発言・ノート） 

関 道のりを求める方法を、

既習事項を想起して考えよ

うとしている。 

＊時間と道のりが比例関係

にあり、一方が２倍、３

倍・・・になると、他方も

２倍、３倍・・・になって

いるということが意識でき

るように、指導する。しか

し、用語「比例」はまだ用

いない。 

3. 答えを発表し合い、

検討する。 

●自分の考えをみんな

に分かるように説明し

ましょう。 

◎式と答え、その立式の根拠などを発表する。それ

ぞれのよさを認め合いながら、質問や関連すること

を付け足していく中で、よりよい考えをみんなでつ

くりあげるように、話し合いを進めていく。 

＊立式の根拠を明確にさせ

ながら、他の児童に分かり

やすく説明させる。数直線

図などを利用ですように促

す。 

＊一人で説明できないとき

は、他の児童がそれを補い

ながら説明し、分かりやす
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くなるようにまとめる。 

4. 道のりを求める公式

をまとめる。 

 ●道のりを求める言葉

の式をつくってみま

しょう。 

◎道のりを求める言葉の式を、３で発表させた式を

もとにして、まず自分の力で考える。 

  

○道のり＝時速×速さ 

○道のり＝速さ×時間 

○道のり＝速さ×走った時間 

 

→児童から考えが出されない場合には、３の板書を

もとに、数値が表す意味を言葉で表現させ、全体で

まとめていってもよい。 

知 道のりを求める公式を

理解している。 （ノート） 

＊できるだけ児童の言葉で

まとめるようにする。この

場合だけでなく、一般的に

言えるものを優先すること

が差し支えない。 

 

5. 適用問題を解決す

る。 

●公式を使って道のり

を求めましょう。 

 

▼４の適用問題を解決する。 

８００×５＝４０００ 

答え ４０００ｍ 

技 道のりを求める公式か

ら道のりを求めることがで

きる。 

＊時間がある場合には、111

ページの補充問題を行う。 

6.学習感想を書く。 ◎学習を振り返り、分かったことや求めてみたい道

のりなどを書く。 

＊今日の学習で、理解でき

たこと、大切だと思ったこ

と、興味をもったこと、分

からなかったことなどを中

心に書かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―7― 



JICA2013 授業資料 東京学芸大学附属小金井小学校 高橋丈夫 

第１次 第４時間目｢走った距離、時間が異なる場合の速さの比べ方｣ ９月６日（金）３校時 

 

① ねらい 

 ○速さと道のりから時間を求める方法を理解する。 

② 展開例 

 

学習課題と発問（●） 活動内容（◎），反応例（○）と手だて（→） 留意点(＊)，評価規準 

1.題意をとらえる 

●４の問題を読みまし

ょう。 

◎４の問題を読み、速さと道のりから、時間を求め

る問題であることをとらえる。 

速さと道のりから時間を求める方法を考えよう。 
 

＊４の問題文をあらかじめ

拡大して黒板に貼れるよう

にしたものを用意し、教科

書は開かないように指示す

る。 

＊前時に学習した道のりを

求める方法を想起させる。 

2.速さと道のりから時

間を求める方法を比べ

方を考、時間を求める。 

（自力解決） 

●速さと道のりから、か

かる時間を求めるには、

どんな計算をすればよ

いでしょうか。また、な

ぜ、それでよいのか、理

由も考えましょう。 

○求めたい時間をｘとし

て、道のりを求める公式

にあてはめて式を立て

て、ｘを求めました。 

→解決の見通しの立たない児童には、｢前の時間につ

くった公式にあてはめて、解決できないかな｣と助言

する。 

 

○求めたい時間をｘとし

て、速さを求める公式あ

てはめて式を立てて、ｘ

を求めました。 

→既習の比例や□を使った式を用いるように示唆す

る。 

○数直線から、道のりが２倍になれば、かかった時

間も２倍になると考えると、400kmは 100kmの４倍だ

から、４時間の４倍がかかった時間となり、１６時

間かかると考えました。 

→それでも解決できない児童には、｢前の時間に学習

した数直線を思い出してみよう。今度はどんな数直

線に表せるかな｣と助言する。 

 

○数直線

から、２５

の□倍が

４００で

あると考え、25×□＝400なので、400÷25の式を立

てて、答えを求めました。 

関 時間を既習の道のりや

速さを求める公式と関連づ

けて求めようとしている。 

（観察・発言・ノート） 

考 速さあ道のりを求める

公式から時間の求め方を考

えている。 

（観察・発言・ノート） 

 

3.答えを発表し合い検

討する。 

◎式と答え、その立式の根拠などを発表する。それ

ぞれのよさを認め合いながら、質問や関連すること

＊立式の根拠を明確にさせ

ながら、他の児童に分かり
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●自分の考えをみんな

に分かるように発表し

よう 

●友達の考えのよいと

ころ、自分の考えと似て

いるところをみつけよ

う。 

を付け足していく中で、よりよい考えをみんなでつ

くりあげるように、話し合いを進めていく。 

○数直線図で表すと、速さが一定のときは、かかっ

た時間が２倍、３倍･･になると、進んだ距離も２倍、

３倍･･になっていて、時間と距離が比例の関係にあ

るのが分かりやすい。 

○数直線図で表すと、かかった時間が２倍、３倍…

□倍になると、進んだ距離も２倍、３倍…というよ

うに、速さが一定のときは、時間と距離が比例の関

係にあるのが分かりやすいので、かかった時間と距

離をかけ算の□を使った式から、うまく求めている。 

やすく説明させる。数直線

図などを利用ですように促

す。 

＊一人で説明できないとき

は、他の児童がそれを補い

ながら説明し、分かりやす

くなるようにまとめる。 

4.時間の求め方をまと

める。 

●速さと道のりから時

間を求める方法を、自分

で求めた方法からいつ

でもできるように、言葉

でまとめてみよう。 

◎３で発表されたことをもとにして、自力で考える。 

○時間を□として、道のりを求める公式にあてはめ

ればよい。 

○時間を□として、速さを求める公式にあてはめれ

ばよい。 

○これまでと同じように、言葉の式で、 

時間＝道のり÷速さ とすればよい。 

○数直線を書き、その関係を利用して式をつくる。 

時間＝道のり÷速さ 
 

知 速さと道のりから時間

を求める方法を理解してい

る。（ノート） 

→解決の見通しが立たない

子には、今までの言葉の式

にまとめてきた仕方を想起

させる。 

＊公式として、言葉の式で

まとめる際、他の方法も価

値づけながら、行う。 

5.適応問題を解決する。 ◎▼５、▼６の適用問題を解決する。 

 ○４でまとめた方法を利用して時間を求める。 

表 速さと道のりから時間

を求めることができる。（ノ

ート） 

6.学習感想を書く ◎学習を振り返り、分かったことや求めてみたい時

間などを書く。 

＊今日の学習で、理解でき

たこと、大切だと思ったこ

と、興味をもったこと、分

からなかったことなどを中

心に書かせる。 
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